
子供たちの活躍の場を増やし
下田の未来創造に貢献する

・下田へのサッカー合宿誘致及び運営

神奈川県川崎市より移住。１９７０年生まれ。元ＦＢ
Ｓ福岡放送アナウンサー。同局を29歳で退社しノ
ンフィクションライターとして活動開始。２００２年、
ナンバースポーツノンフィクション新人賞（文藝春秋）
受賞。著書に『天使がくれた戦う心』『歌舞伎の
童 中村獅童という生き方』（講談社）など多数。

・下田唯一の少年少女サッカークラブ
『エストレヤ下田』代表

主な活動内容

会津　泰成 あいず やすなり

下田唯一のサッカー
クラブ『エストレヤ下田』
の子供たち。

下田に移住して３年目。今年度のサッカー合宿
では関東首都圏の子供たち 500 人の誘致を実現
しました。普段は下田唯一の少年少女サッカー
クラブ『エストレヤ下田』代表として子供たち
と向き合っています。
2020 年までの目標は、下田にサッカー専用グラ
ウンドを作ること。毎年2,000人以上の「都会っ
子」を招いて「しただっ子」との交流の場を更
に広げていきます。

今後の目標

三条市

地域おこし協力隊

メンバー紹介

Vol.07

下田の人にこそ、もっと
下田を好きになってほしい

・滞在型職業訓練施設「しただ塾」

・下田産芋焼酎「五輪峠」プロジェクト

旧中之島町出身。「全国的に悩む地域活性化を
現場で経験することは今後の人生で大きな糧
になるはず」そう思い活動を開始。地方銀行
の勤務経験をいかし、幅広い事業を運営中。

主な活動内容

大滝　雄斗 おおたき　ゆうと

滞在型職業訓練施設
「しただ塾」では事務局
として塾生を支えている。

下田産芋焼酎「五輪峠」の立役者

いつも御協力いただき本当にありがとうござい
ます。活動を続ける中で、地域の魅力は「伝える」
ものではなく、人から「伝わる」ものだと思う
ようになりました。芋焼酎「五輪峠」プロジェ
クトを始め、地域の皆さん一人ひとりが下田の
良さを語り、その魅力が自然と外に「伝わる」きっ
かけを作るために、活動を続けています。今後
も同じ思いで、まずは「五輪峠」の輪を広げ、様々
な活動で下田を盛り上げます。

今後の目標

三条市

地域おこし協力隊

メンバー紹介

Vol.08

一度きりの人生。本気で生きる。
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みーニャンの
下田ネタコーナー

皆さ～ん、大滝さんが担当の「五輪峠」が
来春発売に向けて準備中ですよ！！ 
春に発売してあっという間に売切れてし
まった幻の焼酎ですが、今年は増産予定
とのこと！今年みーニャンは購入でき
なかったので早めに予約しますニャ！

お問い合わせ
NPO法人ソーシャルファームさんじょう
電話：0256-64-8116（旧荒沢小学校）

連載５ 幻の芋焼酎予約受付中！

・稲架掛け

稲刈り体験レポート
地域おこし協力隊 棚田再生プロジェクト

１０月７日に実施された

稲刈り体験の様子を

ご紹介します( ^ω^ )

イベント当日は長岡の学生さんや地元の

ちびっこ子たち、そして、市内の社会人

の方たちが参加してくれました。
地元農家さんからの直接指導！
稲刈り体験は初という参加者の
方も多かったです。

稲の縛り方講座。丁寧指導で参

加者の方たちはすぐに覚えて実

践してました！

一斉に稲刈り！手刈りは思ったよりも疲れるのですが、大学生の皆さんはスルスル刈っています。

地域おこし協力隊が南五百川に棚田を借りて二年目

の稲刈りです。今回のワークショップでは参加者の

皆様から「お米の大切さ」や「農家さんのありがたみ

を実感できた」「下田のお米が美味しい」「農家さん

と交流ができて嬉しかった」との声が聞かれました。

特別割引券
要予約：080-5914-5689 

→
→

場 所：旧荒沢小学校
平日 9:30～17:00

※土日の施術に関しては前日までに要相談

※諸事情により携帯番号が変わりました。

70分 3,900¥ 3,400¥

有効期限～ H29年11 月末日まで

（税込）

1,500¥ （税込）35分 2,000¥
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